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⑥ 歩んできた生活とは

家に居場所がなく、中学生の頃から家に寄りつかない状況。「家にい
ないで、どこにいたの？」と聞くと「てんてん！」と

・ 自分の認知特性を知るために希望して知能検査をうけ、軽度の知的障
がいといわれる

・「学校に行ってた時、わからないことが、わからなかった」と。先生か
らは、「わからないことがあったら、にこにこしてたらわかるように
なるから」と言われ、その通りに生活していた（本人 談）

・ 家庭環境の課題もあり、支援施設へ。依存や摂食障害等の２次的な課
題を抱えながら就労、結婚、子育て、離婚、そして、結婚

→ わからないと思われることを、支援者が丁寧に伝え続けたことで、
「わからない」ということ、「わかることが嬉しいこと」が理解でき
るようになった

→ 信頼できる大人（特定の他者）との出会いや特性に応じた働きかけに
より、困った時は相談をしながら自立への一歩を踏み出す。

→ 自分の特性を理解し、苦手なこと、できないことを他者に伝えること
ができるようになったことで、仕事に安定感や意欲がでてきた。
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(4) 保護者の想い その2

私「お母さん、お子さんが発達支援を受けることの願いは何です
か。」

母「願いが必要ですか。私は、健診で発達支援に行った方がいいっ
て言われたので来ているだけです。」

私「そうなんだ。でも、ことばがゆっくりで心配で、応援してほし
いとか、落ち着きがないから、少し動きが少なくなればとか、
何か気になることはないかな」

母「何も、ないです。楽しく遊んでいれば、それでいいです。」

→ 健診で勧められ、主訴がなく発達支援を利用する方々がいます

→ 拒否したり、反発することもなく発達支援を利用してきるが、
動機がないことから、保護者との関係性を構築することが難しい
状況となっています。

⇒ 保護者との関係性を深めることやお子さんの支援のあり方を共
有することも難しさを感じている。
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